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　主訴:歯 の欠損部へのインプラン ト治療 を希望

































歯は舌側傾斜 していた。分析値 は,和 田らの基準
値 を用いた1)。
　診断:多 数歯先天欠如(第 三大臼歯 を除 く5歯









　22歳7か 月時 に,上 顎 に マル チ ブ ラケ ッ ト装
置(0.018 inch　slot　standard　type)を装着 しレ
ベ リングを開始 した。装 置装着1か 月後,下 顎 に
咬合斜面板を装着 した。被蓋は1か 月で改善 され,
下顎 にマルチ ブラケ ッ ト装置(0.018 inch　slot
standard　type)を装着 しレベ リングを開始 した。
治 療 開 始6か 月 後,上 下 顎 に0.016×0.016
stainless　-steel　wireを装着 し,下顎左右側犬歯
後方移動のためClassⅢelasticsの装着を3か 月
指示 した。治療開始12か月後,晩 期残存 してい
る下顎右側第二乳臼歯および 上顎左右側乳犬歯
を抜歯 した。審美性 を考慮 し上顎左右側犬歯部に
は,ブ ラケッ トを接着 したレジン歯を作業模型上
で製作 し主線に結紮 した。下顎犬歯後方移動後,
正中線偏位の修正のために上顎左側犬歯部の レジ
ン歯近心面 を削合 し,エ ラスティックゴムの使用
を開始 した。正 中線偏位 の修正 は11か月であっ
た。治療 開始26か月後,上 下顎 に0.016×0.022
stainless-steel　wir を装着 した。歯の欠損部に
おける空隙の調整については補綴担当医と相談 し
なが ら微調整を行い,治 療開始後3年2か 月時に
動的治療 を終了 し保定を開始 した。欠損部位の補













選択 した。 インプラン ト埋入一次手術後,上 下の
保定装置が不適合 とな り再作製 した。経過観察中,
下顎左側第一小臼歯部の頬側粘膜にはインプラン





直性骨 欠損 と下顎左 側第一大 臼歯部 フ ィク ス
チャー頬側カラー部に軽度 なクレーター状の骨欠
損が認め られた。これにより同部にメンブレン(ゴ
アテックスTRメ ンブレン,ジ ャパ ンゴアテック
スR社製)を 設置 した。2か 月後,ヒ ー リングア
バ ッ トメン ト装着のため上顎左右側犬歯 インプラ













ラ ミックスク ラウン(プロセ ラオ ール セ ラム,ノー
ベルバ イオケ ア社 製),下 顎 にはハ イブ リ ッ ド型
レジ ンク ラウ ン(グ ラデ イア,GC社 製)を 選 択
した。保定 開始4年 後 に上 下顎の保定 を終 了 した。
1.臨床的診査による経過観察








いとの ことであった。また,パ ノラマエ ックス線
写真で動的治療終了時には歯の平行性が得 られて









かった。 したがって,イ ンプラン ト埋入するにあ
た り,同部への骨移植の必要性があった。必要な
骨増生量は,上 顎右側犬歯部3.0mm,上顎左側

























の原因 は遺伝 的傾向が強い と報告 されている2)。
しか し,本症例では家族歴に歯の先天欠如を有す



























　 多数歯欠損症例に対 して,矯 正治療にてスペー
スコン トロールを行 った後の補綴治療の選択肢 と
しては,① ブリッジ,② 部分床義歯および③イン
プラント治療が考 えられる。多数歯の先天欠如に
対 して矯正治療 とインプラン ト治療を併用 した報












合がある。 したがって,失 われた歯槽骨の回復 を
目的として,骨 増生後にインプラン トを植立する
必要がある。
　 臨床的に骨増生の方法 は様々であるが,筆 者 ら
は安定 した骨増生が期待できると報告 されている
自家骨を利用 したベニアグラフ トにて行 う方法を
採用 した10)。その結果 として,僅 かな骨の吸収は
みられるものの良好な経過が得 られた と考 えられ
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